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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期

第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 128,402 136,792 168,366

経常利益 (百万円) 9,615 18,131 14,765

四半期(当期)純利益 (百万円) 6,353 11,636 9,808

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 5,625 22,119 18,798

純資産額 (百万円) 175,888 208,640 189,058

総資産額 (百万円) 279,354 336,468 293,145

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 49.75 91.92 76.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 62.4 61.4 63.9
 

　

回次
第43期

第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.63 35.61
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間においては、新興国の経済成長が鈍化した一方、先進国を中心として経済

に回復の動きが見られる中、世界経済は緩やかに回復しました。国内では、株高による消費マインドの

改善などを背景に個人消費が増加する中、設備投資にも改善の動きが見られるなど経済は回復しまし

た。海外では、米国経済は好調な個人消費を背景として回復基調が続き、欧州経済においても後退局面

から回復の動きが見られた一方、中国をはじめとした新興国においては内需が低迷する中で経済成長は

鈍化しました。

当社グループでは、LMガイドをはじめとした当社製品の市場を拡大すべく「グローバル展開」と「新

規分野への展開」を成長戦略の柱として掲げています。さらに、リーマンショックを契機として新たな

成長ドライバーが生まれる中、これら需要を取り込むべく成長戦略を加速させています。とりわけ新興

国においては先進国より高い経済成長を背景として今後も機械需要の増加、さらにはFA（Factory

Automation）の進展が見込まれます。そのような中、中国では販売、生産、開発体制を強化するととも

に、インド・アセアン地域においても販売網を拡充するなど、将来の成長に向けた投資を積極的に行っ

ています。また、先進国においては、災害対策意識の高まりや電動化の進展などを背景として、消費財

分野においても当社製品の需要の拡大が見込まれる中、直動システムをはじめとした当社製品の採用拡

大を図るなど、新たな市場の開拓により一層注力しています。当第３四半期連結累計期間においては、

エレクトロニクス関連の需要に緩やかな回復が見られる中、これまでに強化してきた事業体制を活かし

て積極的な拡販に努めました。それらに加え、為替が前年同期に比べて円安で推移したことなどによ

り、連結売上高は前年同期に比べて83億９千万円（6.5％）増加し1,367億９千２百万円となりました。

コスト面では、経営基盤の強化に向けた部門横断プロジェクト「P25プロジェクト」をはじめとした

各種改善活動が固定費の効率化並びに変動費比率の低下に寄与したことなどにより、売上高原価率は前

年同期に比べて1.9ポイント低下し71.7％となりました。

販売費及び一般管理費については、売上高が増加する中でも各種費用の抑制や業務の効率化に努めた

一方、将来に向けた研究開発活動の強化に伴い研究開発費が増加したことなどにより、売上高に対する

比率は前年同期に比べて0.4ポイント上昇し19.4％となりました。

これらの結果、営業利益は前年同期に比べて26億６千１百万円(27.9％)増加し122億８百万円とな

り、売上高営業利益率は8.9％となりました。

営業外損益では、営業外収益は、為替差益が55億２千万円となったことに加え、持分法による投資利

益が３億６千万円となったことなどにより、70億６百万円となりました。営業外費用は、主に支払利息

が６億１千６百万円となったことなどにより、10億８千３百万円となりました。

これらの結果、経常利益は前年同期に比べて85億１千６百万円(88.6％)増加し181億３千１百万円、

四半期純利益は52億８千２百万円(83.1％)増加し116億３千６百万円となりました。
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セグメントの業績は次のとおりであります。

(日本)

日本では、株高による消費マインドの改善などを背景に個人消費が増加する中、設備投資にも改善の

動きが見られるなど経済は回復しました。当社においては、前半はエレクトロニクス関連の需要を中心

として緩やかな回復が見られる中、需要を取り込むべく積極的な営業活動を展開するとともに、免震・

制震装置など新たな市場の開拓に努めました。しかしながら、その他需要が前年同期に比べて低位に推

移したことに加え、回復基調にあったエレクトロニクス向けが夏場に調整したことなどから、売上高は

前年同期に比べて26億７千１百万円（3.3％）減少し788億８千２百万円となりました。一方、経営基盤

の強化に向けた部門横断プロジェクト「P25プロジェクト」をはじめとした各種改善活動が固定費の効

率化並びに変動費比率の低下に寄与したことなどに加え、為替が前年同期に比べて円安で推移したこと

などにより、セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べて36億５千６百万円（46.3％）増加し115

億５千６百万円となりました。

　
(米州)

米州では、好調な個人消費を背景に自動車生産が増加し設備投資の増加が続く中、製販一体となって

既存顧客との取引拡大並びに医療用機器や航空機、エネルギー関連など新規分野の開拓に努めました。

それらの結果、エレクトロニクスや輸送用機器向けなどにおいて売上高を増加させることができ、売上

高は前年同期に比べて46億３千２百万円（28.0％）増加し211億６千９百万円、セグメント利益（営業

利益）は１億２千５百万円（17.1％）増加し８億６千２百万円となりました。

　
(欧州)

欧州では、政府の債務問題の影響により、これまで後退局面が続いていた経済に回復の動きが見られ

る中、製販一体となって既存顧客との取引拡大並びに医療用機器や航空機、エネルギー関連など新規分

野を開拓すべく積極的な営業活動を展開しました。それらに加え、為替が前年同期に比べて円安で推移

したことなどにより、売上高は前年同期に比べて17億４千３百万円（14.7％）増加し136億３百万円と

なりました。一方、セグメント損益（営業損益）は前年同期に比べて２億１百万円減少し３億３千８百

万円の損失となりましたが、損失幅は第２四半期連結累計期間に比べて縮小することができました。

　
(中国)

中国では、内需に弱い動きが見られたことに加え、輸出が減少する中で経済成長は鈍化しました。当

社においては、スマートフォンやタブレットPCなどに関る投資に牽引され、小型の工作機械向けなど一

部の需要に改善の動きが見られる中、これまで強化してきた販売網を活かし積極的な営業活動を展開し

ました。後半にかけて小型の工作機械向けに弱い動きが見られた一方、一般機械や輸送用機器向けなど

において需要が増加したことにより、売上高は前年同期に比べて40億９千６百万円（39.4％）増加し

144億８千３百万円となりました。一方、将来の成長に向けた積極的な投資などにより、セグメント損

益（営業損益）は前年同期に比べて７億２百万円減少し３億５千９百万円の損失となりました。

　
(その他)

その他では、台湾やインド・アセアン地域において、エレクトロニクス向けに加えて小型の工作機械

向けなど一部の需要に改善の動きが見られる中、既存顧客との取引拡大並びに新規顧客を開拓すべく積

極的な営業活動を展開しました。それらに加え、為替が前年同期に比べて円安で推移したことにより、

売上高は前年同期に比べて５億８千９百万円（7.3％）増加し86億５千４百万円、セグメント利益（営

業利益）は３億９千万円（188.6％）増加し５億９千７百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

総資産は、現金及び預金が322億５千４百万円、受取手形及び売掛金が52億５千７百万円、商品及び

製品が22億７千５百万円、機械装置及び運搬具（純額）が21億１百万円増加したことなどにより、前連

結会計年度末に比べ433億２千２百万円増加の3,364億６千８百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金が29億７千１百万円増加、社債の発行200億円などにより、前連結会計

年度末に比べ237億３千９百万円増加の1,278億２千７百万円となりました。　

純資産は、利益剰余金が91億４百万円、為替換算調整勘定が99億２千１百万円増加したことなどによ

り、前連結会計年度末に比べ195億８千２百万円増加の2,086億４千万円となりました。　

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は36億３千６百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 465,877,700

計 465,877,700
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 133,856,903 133,856,903
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 133,856,903 133,856,903 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

　平成25年12月31日 ― 133,856,903 ― 34,606 ― 47,471
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

7,259,300
(相互保有株式)
普通株式

22,500

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

126,473,700
1,264,737 同上

単元未満株式
普通株式　 　　　

101,403
― 同上

発行済株式総数 133,856,903 ― ―

総株主の議決権 ― 1,264,737 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株(議決権５個)含まれ

ております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式82株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
THK株式会社

東京都品川区西五反田
三丁目11番６号

7,259,300 ― 7,259,300 5.42

(相互保有株式)
三益THK株式会社

大韓民国テグ市 10,000 ― 10,000 0.01

(相互保有株式)
株式会社三興製作所

東京都青梅市畑中
三丁目620

12,500 ― 12,500 0.01

計 ― 7,281,800 ― 7,281,800 5.44
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（品質保証統括部長）

取締役
（品質保証統括部長兼先端技術情報センター長）

坂井 淳一 平成25年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 115,967 148,221

受取手形及び売掛金
※ 46,116 ※ 51,373

商品及び製品 9,125 11,401

仕掛品 4,288 4,589

原材料及び貯蔵品 10,685 11,355

その他 7,877 6,364

貸倒引当金 △120 △117

流動資産合計 193,940 233,188

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,066 26,655

機械装置及び運搬具（純額） 38,818 40,919

その他（純額） 22,812 21,992

有形固定資産合計 87,697 89,567

無形固定資産

のれん 1,170 966

その他 1,597 3,013

無形固定資産合計 2,767 3,979

投資その他の資産

投資有価証券 5,258 6,422

その他 3,539 3,361

貸倒引当金 △57 △51

投資その他の資産合計 8,740 9,732

固定資産合計 99,205 103,280

資産合計 293,145 336,468
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,846 23,817

1年内返済予定の長期借入金 20,000 20,000

1年内償還予定の社債 － 10,000

未払法人税等 2,177 3,486

賞与引当金 2,571 1,756

その他 10,061 10,101

流動負債合計 55,656 69,161

固定負債

社債 40,000 50,000

退職給付引当金 3,008 3,046

役員退職慰労引当金 114 122

製品保証引当金 132 157

その他 5,175 5,339

固定負債合計 48,430 58,665

負債合計 104,087 127,827

純資産の部

株主資本

資本金 34,606 34,606

資本剰余金 44,584 44,584

利益剰余金 128,416 137,520

自己株式 △13,928 △13,933

株主資本合計 193,678 202,778

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 740 1,038

為替換算調整勘定 △7,131 2,790

その他の包括利益累計額合計 △6,390 3,828

少数株主持分 1,769 2,033

純資産合計 189,058 208,640

負債純資産合計 293,145 336,468
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 128,402 136,792

売上原価 94,497 98,048

売上総利益 33,904 38,744

販売費及び一般管理費 24,357 26,535

営業利益 9,547 12,208

営業外収益

受取利息 275 301

持分法による投資利益 137 360

為替差益 － 5,520

その他 818 824

営業外収益合計 1,231 7,006

営業外費用

支払利息 528 616

為替差損 371 －

その他 263 467

営業外費用合計 1,163 1,083

経常利益 9,615 18,131

特別利益

固定資産売却益 19 5

補助金収入 19 17

特別利益合計 39 22

特別損失

固定資産除売却損 35 34

その他 0 －

特別損失合計 36 34

税金等調整前四半期純利益 9,618 18,120

法人税、住民税及び事業税 2,270 6,022

法人税等調整額 946 439

法人税等合計 3,216 6,461

少数株主損益調整前四半期純利益 6,402 11,658

少数株主利益 48 21

四半期純利益 6,353 11,636
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,402 11,658

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △227 292

為替換算調整勘定 △645 9,765

持分法適用会社に対する持分相当額 96 403

その他の包括利益合計 △776 10,461

四半期包括利益 5,625 22,119

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,572 21,855

少数株主に係る四半期包括利益 53 264
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

(税金費用の計算)

一部の連結子会社については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため主要取引金融機関と特定融資枠契約を締結して

おります。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

特定融資枠契約の貸付極度額 15,000百万円 15,000百万円

借入実行残高 ―百万円 ―百万円
 

差引額 15,000百万円 15,000百万円
 

　

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 1,405百万円 1,378百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 7,186百万円 8,204百万円

のれんの償却額 348百万円 267百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月16日
定時株主総会

普通株式 1,414 11 平成24年３月31日 平成24年６月18日 利益剰余金

平成24年11月13日
取締役会

普通株式 1,139 9 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月15日
定時株主総会

普通株式 1,139 9 平成25年３月31日 平成25年６月17日 利益剰余金

平成25年11月７日
取締役会

普通株式 1,392 11 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 日本 米州 欧州 中国 その他 合計
調整額
(注)３

四半期連結損
益計算書計上
額（注）４

売上高         

  外部顧客への売上高 81,554 16,537 11,860 10,386 8,064 128,402 ― 128,402

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

24,260 20 8 3,433 227 27,949 (27,949) ―

計 105,814 16,557 11,869 13,819 8,292 156,352 (27,949) 128,402

セグメント利益
又は損失(△)

7,900 736 △137 342 207 9,049 497 9,547
 

(注)　１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

     ２．日本、中国以外の各区分に属する主な国又は地域

         (１) 米州…………アメリカ等

　　(２) 欧州…………ドイツ、フランス等

　　(３) その他………台湾、シンガポール等

 　　 ３．セグメント利益又は損失の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

 　　 ４．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 日本 米州 欧州 中国 その他 合計
調整額
(注)３

四半期連結損
益計算書計上
額（注）４

売上高         

  外部顧客への売上高 78,882 21,169 13,603 14,483 8,654 136,792 ― 136,792

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

29,862 10 19 3,029 520 33,442 (33,442) ―

計 108,744 21,180 13,622 17,512 9,174 170,235 (33,442) 136,792

セグメント利益
又は損失(△)

11,556 862 △338 △359 597 12,318 (110) 12,208
 

(注)　１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

     ２．日本、中国以外の各区分に属する主な国又は地域

         (１) 米州…………アメリカ等

　　(２) 欧州…………ドイツ、フランス等

　　(３) その他………台湾、シンガポール等

 　　 ３．セグメント利益又は損失の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

 　　 ４．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 49円 75銭 91円92銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(百万円) 6,353 11,636

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 6,353 11,636

    普通株式の期中平均株式数(株) 127,726,964 126,595,646
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成25年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ） 中間配当による配当金の総額………………… 1,392百万円

　　（ロ） １株当たりの金額……………………………… 11円00銭

　　（ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日……… 平成25年12月９日

　　（注） 平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行っておりま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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　　　　　太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
　業務執行社員

 公認会計士　　和　田　芳　幸　　　印

指定有限責任社員
　業務執行社員

 公認会計士　　秋　田　秀　樹　　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年２月７日

ＴＨＫ株式会社

取　締　役　会　　御中

　

 

　

 

　

 

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＴ

ＨＫ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年

12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四

半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＴＨＫ株式会社及び連結子会社の平成25年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期 

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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